
第四次　志木市子ども読書活動推進計画（素案）の概要

 

計画策定の目的：子どもの読書に取り組む環境を引き続き整備し、　　　

自ら読書に親しみ、読む楽しさ、調べる楽しさ、知る楽しさを味わう

ことで、読解力、思考力、表現力を磨き、次代を担う子どもたちの

「生きる力」を育むことを目的とする 

基本理念  すべての志木っ子に読書の喜びを

計画の対象：概ね 18 歳以下の人及び子どもの読書活動推進に関わる大人

計画の期間：令和 8 年度～令和 12 年度（5 年間）

取組の主体：「図書館」「学校」「地域」「家庭」

基本方針１ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
子どもが本に　　　
親しむための　　　

読書環境の整備

重点目標Ⅰ　子どもの発達段階に応じた読書習慣の形成 施策１　    　発達段階に応じた蔵書の充実と図書館資料の有効活用

重点目標Ⅱ　学校図書館の支援と充実

施策１～５　 学校図書館の役割と機能強化、支援する体制整備、資料の充実、

　　 教科関連の情報収集、開館日拡大に向けた体制の整備

重点目標Ⅲ　 多様な子どもたちへの読書機会の提供

施策１～３　　多様な子どもたちへの読書機会の提供、

　　　　       　障がいのある子どもたちへの読書機会の提供・確保

基本方針2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
子どもが読書に
親しむ機会の

提供と充実

重点目標Ⅰ　子どもの発達段階に応じた読書習慣の形成

施策１～３　家庭における子どもの読書活動の推進、

　　　　　　　 幼・保・中・高の切れ目のない支援、本に触れる機会の提供

重点目標Ⅱ　学校図書館の支援と充実
施策１・２　 　子どもの視点に立った読書活動の推進、

　　　　　　　　　学校における朝読書等の読書活動の推進

重点目標Ⅲ　 多様な子どもたちへの読書機会の提供

施策１～４　　読書バリアフリーに対応する資料の提供、特別支援学級や

　　　　　　　　 日本語指導の必要な子どもたちへの読書支援、

　　　　　　　　　児童・生徒の居場所づくり

基本方針３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
子どもをとりま
く大人への啓発・　

広報の推進

重点目標Ⅰ　子どもの発達段階に応じた読書習慣の形成
施策１～４　 子ども読書の日の普及に関連した読書活動、読書週間の機会

　　　　　　　　を活用した啓発、市民への幅広い啓発広報、図書館ホーム

　　　　　　　　ページの充実とホームページを活用した情報発信重点目標Ⅱ　学校図書館の支援と充実

施策１・２　   保護者及び学校教職員への働きかけと啓発　

重点目標Ⅲ　 多様な子どもたちへの読書機会の提供
施策１・2　　ブックリストの作成及び提供、広報の推進

基本方針４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地域の子ども読
書活動推進関連
施設・学校・図書
館の相互連携推
進体制の確立

重点目標Ⅰ　子どもの発達段階に応じた読書習慣の形成
施策１・２　　図書館・学校・地域との相互協力、

　　　　　　　　ボランティアのための研修機会の提供

重点目標Ⅱ　学校図書館の支援と充実 施策１～4　 団体貸出の有効活用、学校図書館に対し、必要とする図書館

　　　　　　　　資料情報を提供、教職員及び図書館の情報共有、地域ボラン

　　　　　　　　ティアとの連携と支援重点目標Ⅲ　 多様な子どもたちへの読書機会の提供

施策１　　　　市民ボランティアとの連携

基本方針５

専門的職員体制
の整備と

資質の向上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

重点目標Ⅰ　子どもの発達段階に応じた読書習慣の形成 施策１～４　    図書館専門的職員（司書）の人材育成、外部研修等へ

　　　　　　　　　　の参加機会の確保、職場内研修の充実、

　　　　　　　　　　図書館相互における研修情報の共有重点目標Ⅱ　学校図書館の支援と充実

施策１・２　 　　　司書教諭及び学校図書館員の配置と役割

重点目標Ⅲ　 多様な子どもたちへの読書機会の提供
施策１　　　　　　図書館職員の資質向上

計画策定の位置付け：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、国及び県の計画を

基本にするとともに、本市の実情を踏まえ、同計画を策定 

■計画の体系：５つの基本方針と３つの重点目標で読書活動の推進を図る 

■計画の達成度を計るための指標 ～令和 12 年度末の目標指標～ 

全体目標　不読率の改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　  小学生 1.90％以下（1.90％） 中学生 5.00％以下（7.42％） 

１）重点目標Ⅰ 子どもの発達段階に応じた読書習慣の形成【図書館】　　　　　　　　　　　　　　　　

児童書の貸出冊数（一般・年間）185,000 冊（168,125 冊） 

児童書の貸出冊数（団体・年間）  15,000 冊 （13,785 冊） 

団体貸出用蔵書数（年間）　　　  12,500 冊 （11,325 冊） 

２）重点目標Ⅱ 学校図書館の支援と充実【学校図書館】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学校図書館 1 人当たりの貸出冊数（年間） 

小学生 42 冊（39.1 冊）　　中学生 8 冊（6.6 冊） 

３）重点目標Ⅲ 多様な子どもたちへの読書機会の提供【図書館】　　　　　　　　　　　　　　　　　　

りんごの棚※　貸出冊数（年間）　200 冊（111 冊） 

多様な子ども関連事業の参加人数（年間）　150 人（０人） 

※（　　　）内の数値は、令和 6 年度末現在の実績数 

※りんごの棚・・・大きな活字・点字・触って楽しめるものなど読みやすさやバリアフリーに　

配慮した誰もが楽しめる図書を集めた本棚 

具体的な取組：家読（いえどく）推進図書選定及び展示、学校図書館を支援する体制の整備、りんごの棚の設置など 

具体的な取組：小中学生読書ポイント、子ども向け福 Book 袋（仮称）、読書の木の設置、子ども図書館プランナー、多言語によるおはなし会など

具体的な取組：育児パパの読み聞かせ講座、志木っ子読書週間、志木っ子家読（うちどく）デー、多言語対応絵本シートなど

具体的な取組：親子の読み聞かせ講座、商店街と連携した図書館イベント、子ども食堂等での児童書の配架など

具体的な取組：市内保育園、幼稚園などの職員を対象とした実践研修会、学校図書員及び図書館職員対象の先進地視察・研修会など


